












検知原理

熱線型半導体式

白金コイルにより加熱された金属酸化物半
導体を可燃性（還元性）ガスに暴露すると、
金属酸化物の表面でこれらのガスと表面吸
着酸素との酸化反応が起こり、金属酸化物
の表面に吸着していた酸素が減少し、表面
電子濃度が増加することにより、電気抵抗
が低下します。
この変化をブリッジ回路の偏差電圧として
取り出しています。このセンサの特徴は、
低濃度で極めて感度が高く、高感度検知に
適しています。

原理図

光イオン化式（PID：Photolonization Detector）

右図のように、ガスが導入されてくるイオ
ン化室、光源である紫外線ランプ、イオン
電流を検出する２つの電極から構成されて
います。
(1) 検知対象ガスがイオン化室に入ります。
(2) 紫外線ランプから紫外光が照射されま
す。
(3) 紫外光のエネルギーにより、ガス(M)が
陽イオン(M+)と電子(e-)に分離します。
(4) 生成した陽イオンと電子は正負各電極
に引き寄せられて電流が発生します。
(5) この電流はガス濃度に比例しているた
め、ガス濃度を検知することができます。
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